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研究成果の概要（和文）：本研究では，看護実践知を学習するコンテンツに対して，多様なステークホルダ（看護師・
医師・コメディカル・患者・家族）が参画できるeラーニングシステムをベースに意見聴取を行いながら，自律的・持
続的に精錬・発展する，開かれた新しい学習コミュニティの成長モデル（看護ソーシャルeラーニングモデル）を構築
することを目的とする．検証するために，病院における看護技術マニュアルを映像化し，既存の映像をベースにコメン
ト入力できるeラーニングシステムを活用して意見を求め，映像マニュアルを改善することにより，看護技術の開発や
看護職のモチベーション向上につながった．

研究成果の概要（英文）：The nursing practical knowledge represented by nursing skill is highly tacit and i
s therefore difficult to verbalize. The purpose of this study is to build a new learning community for nur
sing education (nursing social e-learning model) that is refined and developed autonomously and continuous
ly. We used the social network system (SNS) that can be participated in a variety of stakeholder of medica
l personnel in order to hear comments for the content of learning to practice nursing skill. We had the nu
rses make the nursing skill movie manual. Through this process to get the opinions about the movie content
s from others, we inspected what kind of opinions and feelings occurred to the nurses. As a result, the nu
rses were able to see objectively the own nursing skills, to do self-reflection. 
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１．研究開始当初の背景 
医療の高度化の中，看護では，患者やそれを
支える家族の個別性・多様性に柔軟に対応した
上で，当事者たちの行動変容に連結できる能力
の育成が求められている．それには，技術の熟
達的側面だけでなく，患者や家族の個別的で多
様な状況での意向など，情動的側面を十分に考
慮できる看護観を併せ持つ「看護実践知」を醸
成することが重要である．しかし，看護技術を
代表とする看護実践知は暗黙性が高く，言語化
が難しい．また患者や家族からの率直なフィー
ドバックが得られにくいので，それらが学習コ
ンテンツに組み入れられ精錬されていく機会が
少ない． 
一方，情報通信技術の発展する今日では，イ
ンターネット上でホームページ，ブログ，Mixi，
Twitter などの SNS(Social Network Service)
による様々な情報発信やコミュニケーションサ
ービスが提供されており，日常的な看護実践例
を迅速に収集すること，医療従事者が患者や家
族とコミュニケーションをとるソーシャルなネ
ットワーク作りが容易な環境が整ってきている．
さらに，インターネット利用者の拡大や流通す
るコンテンツ容量の増加に伴い，超高速ブロー
ドバンド環境も整備されており，看護教育や患
者教育の効果的な映像コンテンツも整備しやす
くなってきている． 
 
２．研究の目的 
本研究では，看護実践知（看護技術・看護過
程事例など）を集積・共有し，セレンディピテ
ィ（ひらめき）の創出と新たな「知」を創造す
ることのできる学習コミュニティシステムを開
発し，医療に関わる多様なステークホルダ（看
護師・医師・コメディカル・患者・家族）の参
画の下で，その看護実践知が持続的に精錬・発
展するフラットで開かれた学習コミュニティの
成長モデル（看護ソーシャル eラーニングモデ
ル）を構築することを目的とする． 
 
３．研究の方法 
看護実践知を集めるために，病院における看
護技術マニュアルを映像化した上で，e ラーニ
ングシステムに搭載して運用を行った．コメン
トシステムおよび聞き取りによりステークホル
ダから意見を求め，そのプロセスを通して，看
護実践知が持続的に成長するような学習コミュ
ニティシステム（看護ソーシャル eラーニング
モデル）の評価を行った．フローを以下に示す． 
 ０）看護マニュアルの整理 
 １）作成する映像マニュアルの選定 
 ２）映像マニュアル原稿の作成 
 ３）作成した原稿のチェック 
 ４）看護技術撮影 
 ５）編集映像チェック 
 ６）eラーニング実践 
７）ステークホルダからのコメントへの返信 
 ８）看護技術再撮影 

 ９）再編集映像チェック 
10）6）～7）を繰り返したのちに評価 
 
４．研究成果 
（1）臨床実践知のベースとなる看護映像マニュア
ルの作成 
研究機関を通じて，以下の 10 個の看護技術映像
マニュアルを作成した． 
①胃ろうのある患者の経管栄養 
②正しいおむつの当て方と選び方 
③自己血糖測定とインシュリン自己注射 
④大腸内視鏡検査 
⑤関節可動域を考えたポジショニング 
⑥鎮痛薬貼付材の張り方 
⑦手洗い 
⑧創洗浄 
⑨麻酔について 
⑩手術室看護について 
 
（2）ステークホルダの参画による継続的な eラー
ニングの実践 
出来上がった映像を一つの映像シーン単位に紐
付けて SNS でコメント入力できる eラーニングシ
ステムに掲載し，医師や同僚看護師，コメディカ
ル，患者・家族ら病院関係者に，各職種別に ID
とパスワードを付与し，期間を限定（1 か月間）
した上で，作成した映像の視聴と，気づいた点，
わからない点などの書き込みを依頼した．用意し
た ID の数は，医師 40 件，看護師 200 件，コメデ
ィカル 80 件，患者・家族 70 件であった．インタ
ーネットに接続できない場合は，タブレット PC
版教材での映像視聴，聞き取りによりコメントを
収集した．それのコメントを映像作成担当者にフ
ィードバックし，e ラーニングシステムにコメン
トとして返信した．書き込まれたコメントを参考
に，技術マニュアルの改修を行い，再撮影を行っ
た．  
各利用状況について図 1 に示す．これより，新
版は全体のアクセス，コメント数ともに減少して
いた．また，全体的に新版の方が改善コメントは
少なくなっていたが，おむつ交換においては新版
ではあるが，改善コメントが多くなっていた．こ
れは，手技が煩雑で状況に応じた対応が多すぎる
技術であることに起因すると思われる．おむつ交
換においては，手袋交換のタイミングやプライバ
シー保護など課題が多く残されており，今後ます
ます洗練させていく必要がある． 
 
(3) 看護師の気づき(セレンディピティ等） 
映像マニュアルの制作プロセスを通して，看護
師らは以下のように多くのことに気が付いていた．  
1)看護技術マニュアルの映像化 
制作プロセスを通じて，他者の目や出来上がっ
た映像を客観的に見ることによって，いつの間に
か日々の看護が流れ作業になっていること，患者
の視点が弱くなっていることなどに気が付いてい
た．経験を積むことによって，あまり考えなくて
も実践できるようになった看護技術はいつの間に
か患者不在の看護業務になっていることに少なか
らずショックを受けていた．今回，技術映像マニ



ュアルを制作することによって，自分たちの日
頃の看護技術を客観的に見つめなおし，足りな
い点を自覚していた．さらに患者（視聴者）目
線に立った，分かりやすいマニュアル作りへと
意欲がわいていた． 
2）SNS の利用において 
医師や看護師，コメディカルなど同僚から書
き込まれたコメントに関しては，肯定的な反応
で，違った視点からの気づきやアドバイスを真
摯に受け止め，新たな気づきが生じていた．多
くのコメントから，他者が興味を示してくれ，
制作の大変さが報われたように感じていた． 
SNS では他者からのコメントへの返信も重要
であり，その必要性は認識していたものの，実
際に回答するための文章表現に戸惑いを感じて
いた．そのため，共にコメントを考えたことは，
これまでに経験のない看護師らにとって，具体
的に今後どのようにコメントすれば良いかわか
って参考になっていたようである． 
3) 看護ソーシャル eラーニング 
今回のようなインターネットを活用したソー
シャルな取り組みにおいては，制作に携わった
看護職から，以下のような意見を得た．「ネット
上でみてもらって意見をもらうことで，修正を
してさらにわかりやすいものになる」「気がつい
て言われることでいろんな意見をもらえてより
よいものになる」「院内だけでなくよそからも．
中だけではなく，外からいろんな意見が入るの
ではないか」「看護技術を改善する仕組みとなっ
ている」「技術に秀てる人が教えるということか
ら，みんなの意見で改善する体制となる」「みん
なの意見をもらうと，こうしたらよいのではな
いのかと閃くことがある」「一生懸命に思い込ん
で作っているけど，いろんな指摘があって修正
していくことにより，質の向上につながると思
われる」 
本研究のプロセスにより，看護技術映像マニ
ュアルがステークホルダ間の共有情報となった．
さらに，システムで得られたコメントから，改
善するためのヒントや意欲が導出されていた．
今後も PDCA サイクルを循環させ，看護実践知の
洗練へ結び付けていきたい． 
 

 

図 1 両版のアクセス状況 
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